
＊編集後記＊

未曾有の被害をもたらした東日本大震災から 5ヶ月が経とうとしておりますが、未だ復興の兆

しも弱々しく、被災された皆様に対して心よりお見舞い申し上げます。

この地震を経験してジオシンセティックスに携わる我々の立っている位置が相当変わってしま

ったと感じています。今号は、実質震災後初の情報誌ということで、三木支部長を筆頭に、ジオ

シンセティック学会を強くサポートしていただきつつ、今回の震災を直接経験された、安原先生

と熊谷先生・金子先生にも「特別展望j をご執筆いただきました。ジオシンセティックスに焦点

を当てつつ、震災を捉えた初めての報告となっています。特に、 三木支部長のサブタイトルには

一地域再生のための処方筆（その2）ーとなっています。その 1は2010年3月号の「展望Jにて

ご執筆頂いております。是非とも、バックナンバーを取り出して読み比べていただきたいと思い

ます。

また、 2編の技術報文とも、図らずも耐震性に関する内容となっております。ジオグリッドに

よる圧力管路屈局部の耐震化工法は、ジオグリッドの持つ強度特性、摩擦特性を活かした有効な

防災技術と思われ、今後の実用化に期待されるものと思われます。さらに、ジオセル擁壁工法の

震災後調査を通じた報文では、本工法の耐震性についても一定の評価が出来るものです。今後の

工法普及に、より期待が持てるのではないでしょうか。いずれの技術報文もジオシンセティック

スを用いた防災技術として今後の発展、展開に期待がされるもので、読者方々の参考となれば幸

いです。

末筆となりましたが、ご多忙の中、原稿執筆を快諾して頂き、編集に協力頂いた皆様に心より

感謝し、御礼申し上げます。

本号担当：西村淳，荻迫栄治，小浪岳治
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